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月（葉月）「山の日」

林野庁のHPによると、2016年から新しく8月11日

が「山の日」として国民の祝日になりました。「山に親し

む機会を得て、山の恩恵に感謝する」日とされていま

す。日本の国土は大半を山々が占めていますが、皆さ

んにも身近な山がありませんか。私は中高時代を福島

県の郡山で過ごしましたが、毎朝中学校へ行く通学路

からいつも雄大な安達太良山を眺め、心が安らぎまし

た。高村光太郎の詩集『智恵子抄』でも「阿多多羅山の

山の上に毎日出てゐる青い空が智恵子のほんとの空

だといふ」（「あどけない話」）

や「あれが阿多多羅山、あの光

るのが阿武隈川。」（「樹下の二

人」）と詠われています。

 安達太良山は日本百名山に

も選ばれています。そこで最

近出版された『日本百名山 歩

いて楽しむ自然学入門』を紹

介します。著者は、百名山の魅

力を多様性、変動性、季節性に富んだ自然であると述

べています。百名山をＱ＆Ａで解説しているので、特色

が明確になり山の成り立ちがよく分かります。例えば、

富士山の場合は「高さダントツはなぜ？」という問いで

す。現在クマ出没が問題となっていますが、日本中の

山々を本で満喫できます。

次は、海外に目を向けてみまし

ょう。おなじみの『アルプスの

少女ハイジ』（1880年）。両親

を亡くしたスイスの幼い少女

ハイジが、アルムの山小屋で一

人住む気難しい祖父に預けら

れます。ハイジの持ち前の純真

さは、周りの人々を魅了し、祖

父の頑なさも変えていきます。ここで圧巻なのが、麗

しいアルムの山の情景です。群青色の空、清々しい空

気、朝日に輝く牧場、赤、青、金色のお花畑、目前の雪

原、巨大な岩山がそびえたつアルプスの山の生活を

ハイジと一緒に楽しみましょう。

今度は海外の険しい山の登頂に挑戦した山野井泰史・

妙子夫妻の実話『凍』です。

ギャチュンカン峰登頂で「植

村直己冒険賞」を受賞した夫

婦の壮絶な登山記録。8千メ

ートルのエベレスト級の山に

はわずかに及ばない高さで

すが、超難関の北壁登頂に成

功。下山中に雪崩に遭い手足

の指の大半を凍傷で失いながらも生還しました。想像

を絶する二人の強靭な生き方に感銘を受けます。

 最後は『山の単語帳』です。女性世界初のエベレスト

登頂に成功した登山家田部井淳子による山岳用語集

です。空、動植物、季語、道具、登山等に関する用語を

美しい写真と共に説明しています。「日本アルプス」は、

明治時代、槍ヶ岳に登った英国人冶金(やきん)技師ガ

ウランドが飛騨山脈に命名

したそうです。

　「ハイマツ」には、福島県

出身の田部井さんは小学6

年生で安達太良山に登った

ときに初めてハイマツを見

たと書かれています。亡く

なる直前まで東日本大震災

の被災地である東北の高校生を招待して富士登山を

続けた田部井さんから、山の魅力を受けとる

ことができます。
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にいるのか」「何を食べているのか」「どんな暮らしをし

ているのか」を自分で考えることだからです。

　『うんこ虫を追え』（福音館書店）も、「虫の名前を覚

えるための本」ではありません。情報は世の中に出た

時点で古くなります。でも、「わからない」「不思議だ」

「面白い」と感じる心は、新しい発見につながります。

 観察すること、虫を追いかけること、自分の目で確かめ

ること。それは、生きる力を育てることでもあります。知

識を覚えるだけではなく、自分で考え、検証し、時には思

い込みを捨てること。その積み重ねが、科学的なものの

見方や探求する力につながるのだと思っています。

　虫は何も教えてくれません。こちらが勝手に感じて

いるだけです。しかし、虫も人間も、生まれて、食べ

て、命をつなぎ、やがて死んでいきます。その姿に大

きな違いはありません。

　図鑑は、虫の特徴や生態を正確に伝えることが役

割です。一方、私が描きたいのは、その虫がどんな世

界で生き、どんな命をつないでいるのかという「物語」

です。虫の生き様を通して、人間の生き方や環境との

関わりまで感じてもらえたらと思っています。

自然の世界には、美しいことだけでなく、厳しさや

恐ろしさもあります。私はきれいごとだけではなく、

死や恐怖も含めた現実を描きたいと思っています。

恐怖や不安は悪いものではありません。大切なの

は、それらを正しく受け止め、知恵を使いながら生き

ていくことです。環境問題や人間の存在、生きる意味

や死の問題も含めて、虫たちの生き様を通して「人間

は、どのように生きていけばよいか」を見つめていき

たいと思っています。

　私は「細密画家」と呼ばれることに、少し違和感があ

ります。もちろん細密に描くこともありますが、それだ

けを目指しているわけではありません。

『がろあむし』（偕成社）では、約10年にわたって観

察を重ね、細部まで描き込みました。一方で、その後

は、取材を2日、パステルで1週間で描いた作品や、ア

クリル絵の具を使い観客の前で8日間（通算9日間）

で描き上げた公開制作の作品など、これまでとは異

なる表現にも挑戦しています。そして絵本の原画だ

けでなく、普段から絵画教室で公開制作を続けてい

ます。公開制作をよく行うのは、観客の前で描くこと

で緊張感が生まれ、筆の勢いや作品の力が引き出さ

れるからです。一度描いた線は簡単には引き直せま

せん。ふだんからの学習や経験、そしてその場で感じ

たことや判断が、そのまま絵に表れます。自然を前に

した自分の姿勢だけはごまかしたくない。公開制作

は、思い込みや言い訳に逃げず、その瞬間の自分と

誠実に向き合うための表現でもあるのです。

　昔の人たちは当たり前のように虫を観察し、その体

のつくりや美しさを見つめていました。江戸時代の喜

多川歌麿による『画本 虫ゑらみ』にも、虫を愛し、丁

寧に観察し、その姿を描き残そうとしたまなざしが

感じられます。標本を描くことは、形を残すだけでは

ありません。描くことで対象を深く理解し、「見る目」

が育っていくのです。情報や道具が少ない時代に、

自然をよく観察し、その命と向き合うことは現代とは

比べものにならないことだと思います。

　絵本は私にとっては、対話の窓口、子どもたちや未

来へ向けたメッセージです。

　現場に足を運びながら、「私はこう感じたけれど、あ

なたはどう感じますか」と問いかけるような絵を描い

ていきたいと思っています。
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